
●取り組み前   
創業当時から、社員がずっと働きたいと思える企業になれるよう、職場環境の向上や福利
厚生などを充実させたいと考えていたが、不十分なところがあった。どう改善していくか
は、上層部だけが考えるのではなく、「会社」＝「働く幸せを掴むところ」の実現をスタッ
フみんなで考えていく必要があると感じていた。

●取り組み後   
福利厚生などに関して、スタッフの意見を取り入れ、一つひとつ新しいシステムの導入や
ブラッシュアップを行っている。若いスタッフが多いが、年齢差を気にせず意見が言やす
い風土で、フラットな雰囲気で要望を出し合っている。自分たちで会社を作って行くとい
うワクワク感と、スタッフの “やりたい” を応援する社風が若い社員のモチベーションを
上げている。その結果、離職率が低く、前身の会社から 2018 年 3月末に至るまで、新卒
入社の退職者がいないことにつながっている。

人材確保のための、我が社の取り組み

「会社」＝「働く幸せを掴むところ」をみんなで具現化
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きっかけ

取り組みの方法

入社 1年目の社員に対し、先輩社員が 1名就き、仕事の進め方や技術を詳しく教える「教育
制度」を導入。2017 年からはさらに精神面をサポートするメンター担当が就き、密なコミュ
ニケーションをはかりながら、ダブルでサポートするようになった。

スタッフ同士仲が良く、雰囲気がとてもよい。スタッフ同士が人の幸せを応援する社風。そんな
理想的な会社になりつつあるのは、スタッフが自由に発言でき、その声が反映されるため。「仕
事だけでなく、より働きやすい環境を自分たちで作り上げている」という実感をもてることが、
人材定着につながっている。

弊社では、やりがい・楽しさ・仲間の幸せを想う気持ちを仕事を通して学び、頑張っ
た人には、頑張った分評価される人事考課制度を導入。また、若いスタッフでも意見
が出しやすい環境作りや会社の成長と共に進化する福利厚生、売上に応じて豪華さが
増す社員旅行など、スタッフがワクワク働けるように社内環境の向上を整えています。

●ポイント ●

ひとこと
コメント

2014 年創業のまだ新しい会社。スタート時点では会社のルールが明確化されておらず福利厚生も充実
していない状態だったが、「会社に関わるすべての人を幸せにしたい」という会社の方針がはっきりと
固まっていたため、その方向にそって一つひとつ作り上げていくことになった。

やどりき

例 1

旅行補助制度として、プライベート旅行に行った際の宿泊代の一部に補助金を支給する（年
に1回最大50,000円）。普段はなかなか経験できない高級宿に宿泊でき、自身のリフレッシュ
だけでなく、経験を仕事に生かせると好評。

例 2

健康促進＆リフレッシュを目的として、お散歩タイムを導入。1日 1回 10 分程度好きな時間
に会社近隣を散歩。業務中にメリハリをつけることで、集中して仕事に取り組むことができる。

例 4

女性が永続的に働けるよう、妊娠・出産・育児といったライフイベントをサポート。産休や
時間短縮勤務なども取り入れ、出産後に復職したママさんも活躍中！

例 5

スタッフ間のコミュニケーション活性化を目的として社員同士での食事会に補助金を出す。
2人以上ならランチ・ディナーどちらでも一人につき最大 5,000 円、年 4回まで。

例 3


